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学務情報システム内では行列
(

a b
c d

)
は [[a,b],[c,d]], A−1は A^{-1}と表記する．

[1] (定義) A = (ai,j)を n次正方行列とする．

Aの (i, j)成分 aijを中心に第 i行と第 j列を取り除いてできる行列をAijとおく．

このとき，ãij = (−1)i+j|Aij|を行列Aの (i, j)余因子という．

|A| = a13ã13 + · · ·+ an3ãn3を第 (1) に関する余因子展開という．

Ã = (ãji) = (ãij)
Tを行列Aの (2) という．

(定理) n次正方行列Aの行列式 |A|を用いれば，Aが正則 ⇐⇒ (3) となる．

Aが正則のとき，Ãを用いて，Aの逆行列A−1は
1

|A|
Ã と書ける．

例えば，A =

 1 0 1
2 0 1
1 1 2

に対して，|A| = 1 であるから，A−1 = Ã = (4) .

[2] (定義) Rn :=


 x1

...
xn

 ∣∣∣∣∣ xi ∈ R (i = 1, . . . , n)

をn次元 (1)という．

特に，x =

 x1
...
xn

, y =

 y1
...
yn

 ∈ Rnに対して，内積 ⟨x,y⟩ := (2)

が定義されているとき，RnをEnと書き，n次元 (3)という．

(内積の性質) x,y, z ∈ En, c ∈ Rに対して，以下が成り立つ：

(i) ⟨x,x⟩ ≥ 0. ⟨x,x⟩ = 0 ⇔ x = o; (ii) ⟨x+ y, z⟩ = (4) ;

(iii) ⟨cx,y⟩ = (5) ; (iv) ⟨x,y⟩ = ⟨y,x⟩.

(定義) x ∈ Enに対して，xの大きさ ||x||を
√
⟨x,x⟩と定める．例えば，x =


1
2
2
4

 ∈ E4

に対して，xの大きさは ||x|| = (6) となる．


